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担当教員名

 大月 直樹・四宮　弘隆・越智　尚樹

30

時間数（単位数） 授業回数

15 回

年次

1 年次

講義音声障害

科目名 授業形態

備考

自由記載

開講時期

後期

イラスト耳鼻咽喉科　　第4版 森満保　著 文光堂

新編　声の検査法 日本音声言語医学会　編 医歯薬出版

病院見学 (越智)

成績の評価法と基準

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

定期試験

レポート

小テスト

平常点

自由記載

四宮講師50点、大月講師50点で100点満点とする。

種別 割合 評価基準・その他備考

その他

授業の目的・概要

授業計画

内容

喉頭の機能解剖 　(四宮)

音声障害の治療（1） 　(四宮)

授業の到達目標

音声は呼気エネルギーが喉頭において音響エネルギーに変換されたものをいう。音声の生成には、喉頭における精緻な働きが関
与している。音声障害を理解する上で、喉頭の解剖や生理を十分認識することが重要である。また程度、病態を理解するには、
内視鏡による喉頭の観察や発声機能検査が有用であり、治療効果の判定にも利用できる。そこで喉頭の解剖や生理を理解し、病
態やその評価法を学び、原因疾患についても深い知識を得る。

喉頭の解剖・生理を理解する。
診療の実際を見学することにより、音声障害についてのリハビリテーション技法を習得する。

病院見学 (越智)

発声の生理（1） 　(四宮)

発声の生理（2） 　(四宮)

音声障害の検査（1） 　(四宮)

音声障害の検査（2） 　(四宮)

音声障害の治療（2） 　(四宮)

加齢による音声障害　喉頭の炎症性疾患　　 (大月)

喉頭の良性疾患 (大月)

喉頭の悪性腫瘍（１） (大月)

喉頭の悪性腫瘍（２） (大月)

喉頭麻痺・機能性発声障害 (大月)

喉頭外傷・甲状腺疾患・下咽頭疾患 (大月)

100%

神戸総合医療専門学校

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

言語聴覚士のための音声障害学 大森孝一 医歯薬出版

自由記載


